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はじめに
　16 世紀初頭からスペインのカトリック両王（2）は、教皇アレクサンデル 6 世（Alex-
ander VI 1431 － 1503 年［在位 1492 － 1503 年］）が発布した「贈与大教書」（Inter Ca-
etera）（3）に依拠する「国王教会保護権」（patronato real）（4）によりインディアス（5）の改
宗化を推進していった。その状況下でドミニコ会士バルトロメー・デ・ラス・カサス
（Bartolomé de Las Casas 1484 － 1566 年）は『布教論』を羅語で著し（6）、その第 1 巻





（ 1 ） 正式な題名は "De unico vocationis modo omnium gentium ad veram religionem" であり、本稿では以下、
本書を『布教論』と表記する。なお、その構成と第 5 章の位置、資料に関しては、青野和彦「バルト
ロメー・デ・ラス・カサスの『布教論』における摂理観―第 5 章を中心に―」『キリスト教史学』、第
60 集、2006 年、119 － 122 頁参照。
（ 2 ） イサベル 1 世（Isabel I 1451 － 1504 年［在位 1474 － 1504 年］）およびフェルナンド 5 世（Fernando 
V 1452 － 1516 年［在位 1474 年－ 1504 年］）を指す。




（ 4 ） 1501 年と 1508 年の教皇大教書を受けて、植民地の聖職者の任命、司教区の設立と改変、教会堂や修
道院の建設、信徒の納める 10 分の 1 税の徴収とその使途等の権利を国王の直接支配下に置くことを
定めた制度。
（ 5 ） 本稿では、現西インド諸島および中南米における主に 16 世紀のスペイン征服地を指して用いる。
（ 6 ） 本稿は、ラス・カサスが本書を 1522 － 1526 年の期間にエスパニョーラ島（現ハイチ、ドミニカ共和
国）サント・ドミンゴ市で執筆したとするイサシオ・ペレス・フェルナンデスの説に依拠した。I. P. 
Fernández, Sobre la fecha y el lugar de redacción del "primer libro" de Bartolomé de Las Casas De unico 
vocationis modo omnium gentium ad veram religionem, en Ciencia Tomista, t. 105, Salamanca: Editorial San 
Esteban, 1978, pp.125-130; p.142. なお、本書は 1542 年に西語を付されて公刊された。




（ 8 ） 青野和彦「ラス・カサス『布教論』第 5 章第 7 節における洗礼理解」『神學研究』（関西学院大学神学
研究会）第 56 号、2009 年、55 － 67 頁。




























（ 9 ） 小林一宏「イスパノアメリカにおけるカトリック教会」、G. アンドラーデ、中牧弘允篇『ラテンアメ
リカ宗教と社会』所収、新評社、1997 年、33 頁。
（10） J. A. Barreda, O. P., Ideología y pastoral misionera en Bartolomé de Las Casas, O. P., Madrid: Instituto 
Pontiﬁcio de Teología de Madrid, 1981.
（11） それはマタ 10:5 － 16、ルカ 9:1 － 6 に依拠する原則であるが、内容的には前述の「原則」と同じの
ものである。本稿注（7）参照。
（12） J. A. Barreda, op. cit., pp.115-116.
（13） Ibid., pp.120-121. 
（14） Ibid., p.10.
（15） B. Las Casas, edición por P. C. Delgado y A. G. Moral, De unico vocationis modo, Obras Completas de Fray 
Bartolomé de Las Casas 2, Madrid: Alianza Editorial, 1990. なお、本稿の以下の注では『布教論』を De 


























（16） J. A. Barreda, op. cit., p.120.
（17） B. Las Casas, advertencia preliminar y edición y anotación del texto latino por A. M. Carlo; introducción por L. 
Hanke; versión española por A. Santamaría, Del único modo de atraer a todos los pueblos a la verdadera re-
ligión, México: Fondo de Cultura Económica, 1942, introducción, pp.24-26. なお、ヌエバ・エスパーニャは
現メキシコを中心とする地域を指す。
（18） De unico vocationis modo, fol. 11v. なお、彼はこの点をボエティウス（Anicius Manlius Severinus Boethius 
480 頃－ 524/5 年）の『哲学の慰め』（De consolatione philosophiae）第 1 巻の 7 を典拠に述べる。
（19） B. Las Casas, edición por R. Hernándes y L. Galmés, Tratado de 1552, impresos por Las Casas en Sevilla, 
Obras Completas de Fray Bartolomé de Las Casas 10, Madrid: Alianza Editorial, 1992, p.35.
（20） 特にエスパニョーラ島の先住民人口は、スペイン人が初上陸した頃は約 100 万人であったが 1508 年




（21） J. A. Barreda, op. cit., p.28.
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　ラス・カサスは 1516 年の覚書（Memorial de remedios para las Indias）でエンコミエ
ンダに言及し、先住民への信仰教育や救霊が履行されていない実態を挙げ、その受給
者達の失態を暴露する（22）。また、彼は 1527 年に執筆を開始した『インディアス史』
（Historia de las Indias）第 3 巻第 79 章でも同制度を正義に反する暴虐的制度と見なし、
その問題性に言及する（23）。
　第 3 に、集団洗礼を挙げたい。それは次の 2 つに分類される。まず、1 つはフラン
















（22） B. Las Casas, edición por P. Castañeda, C. Rueda, C. Godínez e I. La Corte, Cartas y memoriales, Obras Com-
pletas de Fray Bartolomé de Las Casas 13, Madrid: Alianza Editorial, 1995, p.40.
（23） B. Las Casas, transcripción del texto autógrafo por M. A. Medina, ﬁjación de las fuentes bibliográﬁcas por J. A. 
Barreda, estudio preliminar y análisys crítico por I. P. Fernández, Historia de las Indias, Obras Completas de 
Fray Bartolomé de Las Casas 3-5, Madrid: Alianza Editorial, 1994, pp.2080-2085.
（24） T. モトリニーア著・小林一宏訳『ヌエバ・エスパーニャ布教史』（大航海時代叢書［第Ⅱ期］14）、
岩波書店、1979 年、629 － 630 頁、「解説」、および青野和彦、前掲「ラス・カサス『布教論』第 5 章
第 7 節における洗礼理解」、56 頁、注（11）。
（25） なお、最初の方法を巡るヌエバ・エスパーニャの司教達と托鉢修道会の修道院長達による教会会議の
対応、また後の方法を巡るラス・カサスの見解に関しては、青野和彦、同上論文、56－ 58；65 頁参照。
（26） De unico vocationis modo, fol. 25-25v.
（27） T. モトリニーア、前掲書、639 頁。
（28） 以下の洗礼理解は、青野、前掲論文、58 － 65 頁に基づく。なお、それは主にトマス・アクィナスの
『神学大全』第 3 部第 68 － 69 問題の論考に依拠する。
（29） ラス・カサスは『布教論』5:6（fol. 19v）において、それについて「神を超自然本性的に観ること」で














　ラス・カサスはそれを『布教論』5:1 － 35 の「結論」（30）の第 9 番目の論証となる
5:15 － 19 に位置づける（31）。彼はその論証部分で「神の知恵」（Sapientia divina）にし
て唯一の神と同質であるキリスト（32）が、その弟子達に示した布教方法から前記の
「結論」の妥当性を証明する。なお、本書 5:19 の構成は次のとおり。
 ・復活前と後のキリストの布教方法（33）の同一性からの『布教論』5:1 － 35 の「結論」
論証（fol. 72v － 75）。
 ・キリストの定めた説教方法の普遍的有効性の論証（fol. 75 － 76）。
 ・結語 : 以上の内容による前記「結論」の論証（fol. 76）。
　バレダが指摘するように、ラス・カサスは上記の内容を、聖書やトマス・アクィナ
ス（Thomas Aquinas 1225 頃－ 1274 年）等の著作の引用によって傍証する方法を用い





（31） 『布教論』第 5 章の構成は、青野和彦、前掲「バルトロメー・デ・ラス・カサスの『布教論』における
摂理観」120；145 頁、注（11）参照。
（32） De unico vocationis modo, 5:15, fol. 57v. なお、「神の知恵」の本性については、青野和彦、同上論文、125
－ 130 頁参照。
（33） マタ 10:5 － 6 とルカ 9:1 － 6 および、マタ 28:19 － 20 とマコ 16:15 － 16 に示される方法を指す。
（34） Cf. J. A. Barreda, op. cit., p. 11.
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『布教論』を執筆したのであった（36）。











後の引用文でラス・カサスは、マタ 28:19 － 20、マコ 16:15 － 16 を典拠に、復活後










（36） I. P. Fernández, op. cit., p. 138. また、彼は本書を 1539 年のメキシコ滞在中に加筆したと言われる。Ibid, p. 
132. なお、彼は 1523 年にドミニコ会士になる以前の 1507 年にローマにて司祭に叙品されていた。
（37） De unico vocationis modo, fol. 73-73v. "Et in penitentia inclusit et mandavit baptismus, quia in eo penitentia ﬁt per 
confessionem et depositionem pristinorum malorum et impietatum et simul comitatur remissio peccatorum."
（38） Ibid., fol. 74. "Iniunxit autem Apostolis, dum eos in universum mundum mitteret ad praedicandum, triplex ofﬁcium. 
Primum quidem, docendi ﬁdem. Secundum, imbuendi credentes sacramentis. Tertium, instruendi credentes sacra-
mentis imbutos ad observandum divina mandata et ad bonos mores."
（39） Ibid., fol. 73.
（40） T. Aquinas, tr. by J. H. Newman, Catena Aurea, vol. III -part II, The Gospel of St. Luke, New York: Cosimo, 2007, 






　では、ラス ･ カサスは悔悛をどう理解するのか。それについて、『布教論』5:19 と
同じ論証部分に該当する 5:15 － 18 における悔悛に対する彼の理解にも注目する。彼
は 5:15 と 5:18 で悔悛に言及し、5:15 でマタ 4:17 とマコ 6:12 に依拠し、キリストが
神の国（regnum Dei）の近接を説いた際、同時に罪への悔悛を説くことも弟子達に命
じたと述べる（42）。さらにラス・カサスは神の国をキリスト自身、永遠の至福、福音
として捉え、Ⅰコリ 6:9 － 10 を根拠に罪の悔悛を人間が神の国に到達するための条
件として示す（43）。但し、彼は『布教論』5:15 － 18 で悔悛を定義していない。なお、
バレダは、ラス・カサスが悔悛を罪にある状態への自覚として捉えたものと推察す
る（44）。
















（42） De unico vocationis modo, fol. 58v.
（43） Ibid., fol. 59-59v.
（44） J. A. Barreda, op. cit., p.102.
（45） 『聖ヨハネ福音書講解』（Patrogiae graecae, t. 710, pp. 21-22.）を指す。
（46） De unico vocationis modo, fol. 67v-68.
（47） Ibid., fol. 68.
（48） Ibid., fol. 68v. Cf. J. A. Barreda, op. cit., p.112.
（49） De unico vocationis modo, fol. 74v.
（50） 前述の 2 つめの引用文（Ibid., fol. 74.）参照。
（51） Ibid., fol. 73v-74. Cf. J. A. Barreda, op. cit., pp.115-116. 
（52） De unico vocationis modo, fol. 74-74v.
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　もう 1 つ注目したいのは、ラス・カサスが『布教論』5:19 で言及する、福音を説
教する方法の性質である。つまり、彼はそれが民族的、地理的違いを越えて終末まで
効力を持つ方法であることを示すのである。彼はその根拠を『神学大全』第 2 部の 1






















S. I., curante, S. Thomas Aquinatis Opera Ominia: ut sunt in indice thomistico additis 61 scriptis ex aevi auctoribus, 
Stuttgart-Bad Cannstat: Frommann-Holzboog, 1990. また、その邦訳は創文社版のものを参照した。
（54） De unico vocationis modo, fol. 75v.
（55） Ibid., fol. 76.
（56） Ibid., fol. 4v ー 5.
（57） 因みに、ラス・カサスがアンティール諸島の先住民擁護活動を巡り接触を持ったドミニコ会士達も、
洗礼前の信仰箇条の教育と罪の悔悛を重視していた。例えば、同修道会士ペドロ・デ・コルドバを主
要著書とする 1544 年版の公教要理『キリスト教の教え』（Doctrina cristiana para instrucción y información 
de los indios por manera de historia）の中で、彼らは信仰箇条の教育と悔悛によって洗礼が先住民に益す
るものと述べる。ラス・カサスとの思想的関係に関して今後精査が必要となるが、この記述からドミ
ニコ会士達もこれら 2 つを尊重する点でラス・カサスと基本的に同じ洗礼理解を抱いたことが看取さ
れる。M. A.  Medina, O.P., Doctrina cristiana para instrucción de los indios, redactada por Fr. Pedro de Córdoba, 
O. P. y otros religiosos doctos de la misma orden, impresa en México, 1544 y 1548, en Historiadores dominicos 2, 





























について論じる。さらに、トマスはその第 66 － 69 問題で人間が救いを受け、「霊的
生命の始原」（61）である洗礼について論考する。この『神学大全』の構成を参考にする
と、トマスは救霊に必要なキリストの贖罪の上に成立する洗礼を、救済論の中で位置
（58） 稲垣良典「トマス・アクィナスの秘跡神学」、稲垣良典訳『トマス・アクィナス神学大全第 3 部秘跡論
―総論（第 60 － 65 問題）』所収、創文社、2002 年、184；197 頁；B. Davies, O. P., The Thoughts of Tho-
mas Aquinas, Oxford: Claredon Press, 1992, p.362.
（59） De unico vocationis modo, fol. 3v-4. この考えは、同典拠でトマスが挙げる『知恵の書』8:1 に基づく。
（60） 山田晶「聖トマス・アクィナスと『神学大全』」、山田晶編『トマス・アクィナス神学大全』（世界の名
著続 5）所収、中央公論社、1975 年、60 － 66 頁参照。
（61） 『神学大全』第 3 部第 66 問題第 1 項第 1 異論解答参照。
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づける点が窺える。前述のように、ラス・カサスは『布教論』5:1 で『神学大全』の























dez de Oviedo y Valdes 1478 － 1557 年）である。彼は『インディアスの博物誌ならび
に征服史（Historia natural y general de las Indias）』（1523 － 1535 年）第 5 巻「序文」
において、エスパニョーラ島の先住民がキリスト教化される可能性を疑問視し、彼ら
（62） ラス・カサスは恩寵と人間の自然本性が結合する根拠を神の救霊意志と捉える。青野和彦「ラス・カ
サス『布教論』の研究（3）―第 5 章第 6 － 8 節の宣教方法における信仰理解―」『キリスト教史学』、
第 62 集、2008 年、76 － 78 頁。
（63） De unico vocationis modo, 5:7, fol. 25 － 25v. この点は青野、同上論文、72 － 75 頁も参照のこと。
















不詳－ 1545 年）が 1511 年にサント・ドミンゴでスペイン人統治者達に向けて語った
説教の影響を挙げる（71）。モンテシーノスは 1510 年以来、ペドロ・デ・コルドバ
（Pedro de Córdoba 1482 － 1521 年）を上長とするドミニコ会布教団の修道士達と共に、








界の挑戦 4）、岩波書店、1994 年、122 頁。
（66） 『政治学』第 1 巻第 5 章に見られる、人間の中には自然によって肉体が魂に、また動物が人間に劣るの
と同じほど、劣る人々（奴隷）がいるという説。なお、一部の有力なスペイン人聖職者達、例えば国
王の説教者ベルナルド・デ・メサ（Bernardo de Meza 生没年不詳）やダリエン（現パナマ一帯の地域）
司教ファン・デ・ケベード（Juan de Qevedo 1450 頃－ 1519 年）も同説を支持した。
（67） 例えば、ラス・カサスはオビエードの先住民観や神罰的考えに対して、『インディアス史』第 3 巻第
142 － 146 章でスペイン人統治者達の「悪徳と罪悪」を挙げつつ反論し、先住民の人間性と能力を証
明する。Las Casas, Historia de las Indias, pp.2381 － 2402.
（68） De unico vocationis modo, fol. 1v. なお『布教論』第 1 巻第 3 章は現存しないが、ラス・カサスはその内
容を同箇所で要約する。なお「特別な才能」とは、工芸や音楽の分野での才能を意味する。
（69） A. Huerga, Vida y obras, Obras Completas de Fray Bartolomé de Las Casas 1, Madrid: Alianza Editorial, 1998, 
epílogo, pp. 398-399.
（70） Ibid., p. 401; 403.
（71） Ibid., p. 403-404.
（72） Ramón Hernández, O. P., Primeros dominicos del convento de San Esteban en América, en Ciencia Tomista, t. 113, 
Salamanca: Editorial San Esteban, 1986, p. 336.
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サスの見解にも着目すべきであろう。彼は『インディアス史』第 1 巻第 79 章で、神
が同教皇を介して先住民を神への認識と信仰に導くという目的のために、カトリック



















（73） Las Casas, Historia de las Indias, pp.835-836. なおその章で、ラス・カサスは「贈与大教書」発布の経緯と
目的を解説する際、この見解を開陳する。
（74） Ibid., p.2307. なお、ラス・カサスは同章でエスパニョーラ島の先住民首長エンリキーリョ（Enriquillo 生
没年不詳）の反乱（1519 － 1533 年）を叙述し、その原因をスペイン人統治者達の暴虐な抑圧に帰し
ている。但しその状況下でも、ラス・カサスは「贈与大教書」の正当性を表明している。
（75） B. M. Biermann, El P. Las Casas y su apostolado, Biblioteca Histórica Hispanoamericana-7, serie V centenario, 
Madrid: Fundación Universitaria Española, 1986, p.72. 
（76） この年代は本書「序言」の記述に基づく。Las Casas, Historia de las Indias, p.341．なお前述のとおり、ラ




























（本稿は、2009 年 11 月 21 日～ 22 日に国際基督教大学で開催されたキリスト教史学会第 60 回
大会において同名の論題で発表した内容に加筆・修正したものである。）
（77） L. Hanke, The Spanish struggle for justice in the conquest of America, Dallas: Southern Methodist University Press, 
2002, p. 91.
（78） A. Huerga, op. cit., pp.202 － 204；染田秀藤・篠原愛人監修、大阪外国語大学ラテンアメリカ史研究会訳
『ラテンアメリカの歴史―史料から読み解く植民地時代―』、2005 年、93 － 94 頁。
